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平成２９年第４回足寄町議会定例会議事録（第３号）
平成２９年１２月１４日（木曜日）

◎出席議員（１３名）

１番 熊 澤 芳 潔 君 ２番 榊 原 深 雪 君

３番 多治見 亮 一 君 ４番 木 村 明 雄 君

５番 川 上 初太郎 君 ６番 前 田 秀 夫 君

７番 田 利 正 文 君 ８番 高 道 洋 子 君

９番 髙 橋 健 一 君 １０番 星 孝 道 君

１１番 髙 橋 秀 樹 君 １２番 井 脇 昌 美 君

１３番 吉 田 敏 男 君

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者

足 寄 町 長 安久津 勝 彦 君

足寄町教育委員会教育長 藤 代 和 昭 君

足寄町農業委員会会長 齋 藤 陽 敬 君

足寄町代表監査委員 川 村 浩 昭 君

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者

副 町 長 渡 辺 俊 一 君

総 務 課 長 大 野 雅 司 君

福 祉 課 長 丸 山 晃 徳 君

住 民 課 長 松 野 孝 君

経 済 課 長 村 田 善 映 君

建 設 課 長 増 田 徹 君

国民健康保険病院事務長 川 島 英 明 君

会 計 管 理 者 佐々木 雅 宏 君

消 防 課 長 大竹口 孝 幸 君

◎教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席した者

教 育 次 長 沼 田 聡 君

◎農業委員会会長の委任を受けて説明のため出席した者

農業委員会事務局長 上 田 利 浩 君

◎職務のため出席した議会事務局職員

事 務 局 長 櫻 井 保 志 君

事 務 局 次 長 横 田 晋 一 君

総 務 担 当 主 査 西 岡 潤 君

◎議事日程

日程第 １ 報告第１８号 足寄町地方創生調査特別委員会所管事務調査報告につい
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て＜Ｐ３＞

日程第 ２ 報告第１９号 総務産業常任委員会所管事務調査報告について＜Ｐ３＞

日程第 ３ 議案第１１３号 平成２９年度足寄町一般会計補正予算（第９号）＜Ｐ３～

Ｐ２６＞

日程第 ４ 議案第１１４号 平成２９年度足寄町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第３号）＜Ｐ３～Ｐ２６＞

日程第 ５ 議案第１１５号 平成２９年度足寄町簡易水道事業特別会計補正予算（第３

号）＜Ｐ３～Ｐ２６＞

日程第 ６ 議案第１１６号 平成２９年度足寄町公共下水道事業特別会計補正予算（第

２号）＜Ｐ３～Ｐ２６＞

日程第 ７ 議案第１１７号 平成２９年度足寄町介護保険特別会計補正予算（第３

号）＜Ｐ３～Ｐ２６＞

日程第 ８ 議案第１１８号 平成２９年度足寄町介護サービス事業特別会計補正予算

（第２号）＜Ｐ３～Ｐ２６＞

日程第 ９ 議案第１１９号 平成２９年度足寄町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

３号）＜Ｐ３～Ｐ２６＞

日程第１０ 議案第１２０号 平成２９年度足寄町上水道事業会計補正予算（第２号）＜

Ｐ３～Ｐ２６＞

日程第１１ 議案第１２１号 平成２９年度足寄町国民健康保険病院事業会計補正予算

（第２号）＜Ｐ３～Ｐ２６＞

追加日程第 １ 議案第１２２号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更につい

て＜Ｐ２６～Ｐ２７＞

追加日程第 ２ 意見書案第５号 平成３０年度畜産物価格決定等に関する意見書＜Ｐ２７～

Ｐ２８＞

追加日程第 ３ 所管事務調査期限の延期について＜Ｐ２８＞

追加日程第 ４ 閉会中の継続調査申出書＜Ｐ２８＞
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午前１０時００分 開議

◎ 開議宣告

○議長（吉田敏男君） 皆さん、おはようご

ざいます。

全員の出席でございます。

これから、本日の会議を開きます。

ここで、暫時休憩をいたします。

午前１０時０２分 休憩

午前１０時１８分 再開

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議を

再開をいたします。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおり

です。

◎ 議運結果報告

○議長（吉田敏男君） 議会運営委員会委員

長から、会議の結果の報告を願います。

議会運営委員会委員長 榊原深雪君。

○議会運営委員会委員長（榊原深雪君） 議

会運営委員会委員長報告をいたします。

平成２９年１２月１４日、第４定例会。

１２月１３日に開催されました、第４回定

例会に伴う議会運営委員会の協議の結果を報

告します。

本日は、最初に地方創生調査特別委員会、

総務産業常任委員会からの報告を受けた後、

議案第１１３号から議案第１２１号までの平

成２９年度補正予算の提案説明を受けた後、

即決で審議いたします。

以上で、報告を終わらせていただきます。

○議長（吉田敏男君） これにて、議会運営

委員会委員長の報告を終わります。

◎ 報告第１８号

○議長（吉田敏男君） 日程第１ 報告第１

８号足寄町地方創生調査特別委員会所管事務

調査報告についての件を議題といたします。

別紙配付のとおりであります。

ただいまの報告に対し、質疑を行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで報告を終わります。

◎ 報告第１９号

○議長（吉田敏男君） 日程第２ 報告第１

９号総務産業常任委員会所管事務調査報告に

ついての件を議題といたします。

別紙配付のとおりであります。

ただいまの報告に対し、質疑を行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで報告を終わります。

◎ 議案第１１３号から議案第１２１号

まで

○議長（吉田敏男君） 日程第３ 議案第１

１３号平成２９年度足寄町一般会計補正予算

（第９号）から日程第１１ 議案第１２１号

平成２９年度足寄町国民健康保険病院事業会

計補正予算（第２号）までの９件を一括議題

といたします。

本件について、提案理由の説明を求めま

す。

町長 安久津勝彦君。

○町長（安久津勝彦君） ただいま議題とな

りました、議案第１１３号平成２９年度足寄

町一般会計補正予算（第９号）から議案第１

２１号平成２９年度足寄町国民健康保険病院

事業会計補正予算（第２号）まで一括提案理

由を御説明申し上げます。

補正予算つづり１ページをお願いをいたし

ます。

議案第１１３号平成２９年度足寄町一般会

計補正予算（第９号）について御説明を申し

上げます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

８,５３７万２,０００円を追加をし、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０３億

９,４７４万円とするものでございます。
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歳出の主なものから御説明を申し上げま

す。

１６ページをお願いいたします。

１６ページ、第２款総務費、第１項総務管

理費、第１４目企画振興費、第１９節負担

金、補助及び交付金におきまして、地域間幹

線系統路線維持費補助金といたしまして１,

３３０万７,０００円を計上をいたしまし

た。

１８ページをお願いいたします。

１８ページ、第１５目行政情報管理費、第

１３節委託料におきまして、社会保障・税番

号制度システム改修業務（総務省所管分）と

いたしまして１３５万８,０００円、同じく

厚生労働省所管分といたしまして１６３万

９,０００円、特定個人情報取扱規程等策定

支援業務といたしまして１８３万円を計上を

いたしました。

２６ページをお願いいたします。

２６ページ、第４款衛生費、第４項病院

費、第１目病院費におきまして、国民健康保

険病院対策費の負担金を合わせて７６２万

６,０００円減額をいたしました。

第６款農林水産業費、第１項農業費、第３

目農業振興費、第１９節負担金、補助及び交

付金におきまして、新町温泉イチゴハウス増

設等事業補助金といたしまして３,５７０万

円を計上をいたしました。

３０ページをお願いします。

３０ページ、第２項林業費、第４目水源林

造林事業費、第１２節役務費におきまして、

手数料といたしまして１,７２６万８,０００

円を計上いたしました。

第１６節原材料費におきまして、造林用苗

木といたしまして１,６１４万３,０００円を

計上いたしました。

３２ページをお願いいたします。

３２ページ、第８款土木費、第２項道路橋

梁費、第５目道路新設改良費、第１３節委託

料におきまして、河川占用申請書作成委託業

務といたしまして１,０００万円を計上いた

しました。

４２ページをお願いいたします。

４２ページ、第１３款職員費、第１項職員

給与費、第１目職員給与費につきましては、

給与改定と人事異動による人件費にかかわる

ものでございますが、第２節給料におきまし

て一般職給料を２６０万１,０００円減額い

たしました。

第３節職員手当等におきまして、それぞれ

の手当を計上、あるいは減額し、合わせて６

７６万２,０００円を計上をいたしました。

第１４節共済費におきまして、共済組合負

担金などそれぞれ計上、あるいは減額をし、

合わせて６５１万７,０００円を計上をいた

しました。

以上で歳出を終わり、次に、歳入について

御説明申し上げます。

１０ページにお戻りください。

１０ページ、第１４款国庫支出金、第１５

款道支出金におきまして、それぞれ事業費見

合いの負担金、補助金を計上いたしておりま

す。

１２ページをお願いいたします。

１２ページ、第１８款繰入金、第１項基金

繰入金におきまして、財政調整基金繰入金を

９５８万５,０００円減額し、ふるさと銀河

線跡地活用等振興基金繰入金といたしまして

１,３３０万７,０００円を計上をいたしまし

た。

第２０款諸収入、第５項雑入におきまし

て、１５ページにかかりますが、水源林造林

事業収入といたしまして３,３９３万３,００

０円、町有建物災害共済金といたしまして５

７７万７,０００円を計上をいたしました。

以上が歳入の主な事項でございます。

４ページにお戻りください。

４ページ、第２表繰越明許費３件をお願い

いたしました。

第３表債務負担行為１件をお願いをいたし

ております。

次に５ページとなりますが、地方債補正変

更３件をお願いをいたしております。

以上で、平成２９年度足寄町一般会計補正
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予算（第９号）についての説明を終わりま

す。

次に、特別会計について御説明を申し上げ

ます。

５９ページをお願いいたします。

５９ページ、議案第１１４号平成２９年度

足寄町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第３号）について御説明を申し上げます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１

０万３,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１１億９,２７８万

５,０００円とするものでございます。

歳入歳出の内容につきましては、特に説明

すべき事項がございませんので、省略をさせ

ていただきます。

次に、７１ページをお願いいたします。

７１ページ、議案第１１５号平成２９年度

足寄町簡易水道特別会計補正予算（第３号）

について御説明を申し上げます。

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

９１万４,０００円を減額をし、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ８,１８７万円

とするものでございます。

歳入歳出の内容につきましては、特に説明

すべき事項がございませんので、省略をさせ

ていただきます。

次に、８５ページをお願いいたします。

８５ページ、議案第１１６号平成２９年度

足寄町公共下水道事業特別会計補正予算（第

２号）について御説明を申し上げます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ５

２万４,０００円を追加をし、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ６億３,９４１万

７,０００円とするものでございます。

歳入歳出の内容につきましては、特に説明

すべき事項がございませんので、省略をさせ

ていただきます。

次に、９９ページをお願いいたします。

９９ページ、議案第１１７号平成２９年度

足寄町介護保険特別会計補正予算（第３号）

について御説明を申し上げます。

歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４

０３万９,０００円を追加をし、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ９億１,５９１

万７,０００円とするものでございます。

歳入歳出の内容につきましては、特に説明

すべき事項がございませんので、省略をさせ

ていただきます。

次に１１５ページをお願いいたします。

１１５ページ、議案第１１８号平成２９年

度足寄町介護サービス事業特別会計補正予算

（第２号）について御説明申し上げます。

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

４７１万４,０００円を減額し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ３億７６９万

４,０００円とするものでございます。

歳入歳出の内容につきましては、特に説明

すべき事項がございませんので、省略をさせ

ていただきます。

次に１２９ページをお願いいたします。

１２９ページ、議案第１１９号平成２９年

度足寄町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第３号）について御説明を申し上げます。

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ

４０万７,０００円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１億９３２万１,

０００円とするものでございます。

歳入歳出の内容につきましては、特に説明

すべき事項がございませんので、省略をさせ

ていただきます。

次に、企業会計について御説明を申し上げ

ます。

１３７ページをお願いいたします。

１３７ページ、議案第１２０号平成２９年

度足寄町上水道事業会計補正予算（第２号）

について御説明を申し上げます。

収益的収入及び支出の総額からそれぞれ７

６万２,０００円を減額し、収益的収入及び

支出の総額をそれぞれ１億６,７４５万４,０

００円とするものでございます。

次に、３条におきまして、予算第７条に定

めました議会の議決を経なければ流用するこ

とができない経費について、職員給与費を２

５万５,０００円減額し、３,０６０万６,０
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００円とするものであります。

歳入歳出の内容につきましては、特に説明

すべき事項がございませんので、省略をさせ

ていただきます。

次に、１４９ページをお願いいたします。

１４９ページ、議案第１２１号平成２９年

度足寄町国民健康保険病院事業会計補正予算

（第２号）について御説明申し上げます。

収益的収入及び支出の総額からそれぞれ

３,０５５万８,０００円を減額し、収益的収

入及び支出の総額をそれぞれ１２億１,９１

６万８,０００円とするものでございます。

第３条におきまして、予算第８条に定めま

した議会の議決を経なければ流用することが

できない経費について、職員給与費を３,２

１２万４,０００円を減額をし、７億６,９０

２万７,０００円とするものであります。

補正予算の内容につきましては、給与改定

と人事異動による人件費にかかわるものなど

でございまして、特に説明すべき事項がござ

いませんので、省略をさせていただきます。

以上で、議案第１１３号平成２９年度足寄

町一般会計補正予算（第９号）から議案第１

２１号平成２９年度足寄町国民健康保険病院

事業会計補正予算（第２号）までの説明とさ

せていただきます。

御審議のほどをよろしくお願いを申し上げ

ます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから、議案第１１３号平成２９年度足

寄町一般会計補正予算（第９号）の件の質疑

を行います。

１６ページをお開きください。

歳出から始めます。

款で進めます。

１６ページ、第１款議会費、質疑はござい

ませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 次に、１６ページか

ら２０ページ、第２款総務費、質疑はござい

ませんか。

１１番。

○１１番（髙橋秀樹君） １４款かな、企画

振興費について、地域間の路線バスに関して

ですけれども、こちらの予算でいきますと

１,３３０万円が今回の補助金として出され

ているようになってあります。

きのう、昨日、榊原議員の質問の中にあっ

たのですけれども、町としては何の手だても

打つことができないよというお話がありまし

た。なのですが、昨年から約１００万円の補

助金の金額が上がっているように見受けられ

るのですけれども、これの詳細についてもう

少し詳しく教えていただきたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、総務課長。

○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま

す。

昨年から補助金額が増加している原因でご

ざいますが、この路線につきましては十勝バ

スが運行している路線でございますが、十勝

バスのこの路線の運行経費が増嵩していると

いう部分がございます。その原因といたしま

しては、会社のほうから、近年運転手の確保

が困難になってきて、人件費がそれなりの待

遇でないと、待遇で運転手を迎える必要があ

り、運転手を確保経費が増嵩していて、全体

で３,０００万円増加していると。人件費と

しては６,０００万円増加しているというこ

とで、その他の部分で３,０００万円節減が

できて、合計が路線の運行経費としては３,

０００万円ふえているということだそうでご

ざいます。

それを沿線自治体で負担割合しますと、昨

年よりもふえてしまったということで、昨年

より補助額としては８８万３,０００円がふ

えております。６町全体では、ふえた額は３

６２万１,０００円の負担金額がふえており

ます。その原因は人件費の高騰ということで

聞いております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） １１番。

○１１番（髙橋秀樹君） よくわかりまし

た。
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ということは、乗降客数の減少によってこ

の金額が上がったのではなくて、明らかに人

件費、会社側の経費の増加によってその分の

負担を沿線各町村でしているという考え方で

よろしいか。

○議長（吉田敏男君） 総務課長、答弁。

○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま

す。

主なほとんどの部分が、主な部分はその部

分でございまして、実は説明資料にも書かせ

ていただいて、字が小さくてわかりにくい部

分もあろうかと思いますが、運休によりまし

て、国庫補助金が運休が発生したことにより

まして、運行回数が減ったということにより

ます補助金の減額も若干の金額でございます

が、補助金が若干減ったということで、その

部分も市町村の負担がふえているという一因

にもなってございますが、これは額は先ほど

説明しました運転手確保の増嵩経費に比べま

すと若干でございます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） １１番。

○１１番（髙橋秀樹君） この路線大変、必

ず守らなければいけない路線だと私は考えて

います。しかし、これ運行経費どんどん、ど

んどん上がっていくということも考えられま

す。

その中で、昨日町としては何ら手だてを打

つことができないよというお話だったのです

けれども、何とかここのところ乗降客数を伸

ばして運行経費をこれ以上行かない方法とい

うのを、今後考えていかなければいけないの

ではないかなというふうに考えておるのです

けれども、昨日お話になかった、手だてはな

いというお話だったので、それ以上聞くこと

はないのですけれども、ぜひここの運行経費

をこれ以上上げないような方策を早いうちに

考えていただきたいなと、そういうふうに考

えているのですけれども、いかがでしょう

か。

○議長（吉田敏男君） 総務課長、答弁。

○総務課長（大野雅司君） 昨日、ここの路

線に対する、住民の利用に対する助成措置に

ついては考えていないということで御答弁さ

せていただきましたが、乗降客数を確保す

る、伸ばすということにつきましては、沿線

自治体共通の課題となっておりまして、その

件につきましては、今後も引き続き検討して

まいりたいと思います。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。

他に、総務費、質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） それでは、次に参り

ます。

２０ページから２４ページ、第３款民生

費、質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） それでは、次に参り

ます。

２４ページから２６ページ、第４款衛生

費、質疑はございませんか。

９番。

○９番（髙橋健一君） ページで言うと２７

ページです。

第４款衛生費、病院費、この中に負担金の

ところで、国民健康保険病院対策費、減額７

６２万６,０００円となってますけれども、

この中に救急医療確保経費負担金が４９７万

２,０００円と大きな減額になっているもの

ですから、これで少し救急医療のほうに厳し

さが出るのではないかということはないので

しょうか。この内訳を説明していただきた

い。

○議長（吉田敏男君） 答弁、病院事務長。

○国民健康保険病院事務長（川島英明君）

病院事務長でございます。

ただいま御質問のございました、負担金、

補助及び交付金、国民健康保険病院対策費に

係ります減額補正につきましてということで

ございますので、関連がございますので、私

のほうから詳細について御説明させていただ

きます。

自治体病院におきましては、主要な収入と
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いうのは診療収入というふうになってござい

ますが、そのほかにも国庫補助金ですとか、

一般会計の操出金等の収入がございます。こ

のうちの一般会計の操出金としまして、一般

会計が負担する経費の操出基準というのがご

ざいます。これは毎年度国、総務省のほうか

ら通知が発されておりまして、それに基づき

負担区分というのが明確化されているという

ことがまず前提にございます。

今回、補正予算をお願いしてございますの

は、収益的収入におきまして、当初予算に計

上してございます負担金の五つの項目という

ことでここに載せておりますが、こちらにつ

いては精査を行ったことによるものでござい

ます。

まず救急医療の部分の確保について、これ

が減額になったからということで、それが締

めつけられるということはございません。

ちょっと減額の主な理由ということで、

ちょっと詳細について私のほうから述べさせ

ていただきますが、今御質問のございました

救急医療確保経費負担金、これにつきまして

は御指摘のとおり救急告示病院ということ

で、当院は２４時間救急指定ということで

やっておりますので、この医師などの待機

で、また、空床の確保ということで６０床の

うち６床かな、救急の確保ということでとっ

ておりますが、その確保に必要な経費という

ことで、これが算出根拠ということになって

ございます。

この算出根拠になる経費ということで、今

回職員、人勧の部分もあったのですが、職員

の異動ということで、職員給与費がまず減額

になりました。これは当初予定していた看護

師さんだとか、そういった部分の確保が実は

当初できなくて、年度結構おそい時期、例え

ば７月ですとか、８月ですとか、１１月です

とか、こういった時期に採用しておりますの

で、それまでの部分が不用になったというこ

とで、複数名出ておりますので、そちらが減

額になったことによるもので、算出根拠が減

となったところでございます。

あと、当直医師の派遣形態、こちらが厚生

病院から来られている先生が、ことしから来

られているのですが、その派遣形態が札幌医

大から当直医として来ていた先生のかわりに

厚生病院から来ていただいたことによって、

費用がちょっと減額になりました。今回補正

で上げさせていただいたのですが、その部分

も算出根拠になってございまして、これらが

あったものですから、トータルで４９７万

２,０００円ということで減額の補正とさせ

ていただいております。

あと大きなものとしましては、不採算地区

病院運営経費負担金というものがございま

す。これが２１２万７,０００円ということ

で、この負担金につきましては、不採算地区

病院ということで、これ許可病床数１５０床

未満という病院になりますが、当院は６０床

ということでこれに該当します。これは要す

るに、最寄りの一般病院までの到着距離が１

５キロ以上あるものということで、または国

勢調査に基づく公立病院の半径５キロメート

ル以内の人口が３万人のものの運営に対する

経費ということになってございまして、その

経営に伴う収入をもって充てることができな

いと認められるもの、これに対して補助の対

象となっております。

その内訳については、医師の給与の、国庫

標準給与というのがございまして、そこを超

過した分、これが該当になるということで、

そこの部分について、今回の人勧に伴う常勤

医師の勤勉手当が増額しましたよという部分

が一つあります。

あと、当直医師の派遣形態、先ほど申し上

げました変更に伴う臨時医師の報酬が減額に

なったもの、そのほか医療技術職の、これは

医療技術職、看護師、准看護師含めてです

が、これが今回人事院勧告と諸手当等の精査

をしまして、いろいろな時間外だとか短縮だ

とか、そういったものを、縮減だとか含めま

して精査した結果、２１２万７,０００円の

減額補正ということにさせていただいており

ます。
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その他もろもろ含めましてトータルで７６

２万６,０００円の減額の補正ということで

お願いをしたものでございますので、御理解

いただきたいと思います。

○議長（吉田敏男君） ９番。

○９番（髙橋健一君） 特に救急医療に関し

て足寄が厳しくなるとか、そういうことでは

ないということですね。わかりました。

どうもありがとうございました。

○議長（吉田敏男君） 他に、衛生費、質疑

はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 次に、２６ページか

ら３０ページ、第６款農林水産業費。

１番。

○１番（熊澤芳潔君） 農林水産業費の農業

費の２７ページの１９節新町温泉イチゴハウ

ス増設等事業補助金ということで、この３,

５００万円の内訳、内容をお伺いいたしま

す。

○議長（吉田敏男君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） ３,５７０万円

の内訳ということなのですけれども、これに

つきましてはイチゴハウス、現在、４棟を新

設し１棟既存のハウスがあります。その部分

の一部改修というふうな内容でありまして、

事業内容等の内訳なのですけれども、ハウス

の新設に伴う工事費等を含めて７,８６０万

円あります。それの２分の１相当額、それの

部分でいきますと３,９００万円ですけれど

も、これは地域づくり総合交付金、これが対

象事業なっております。その内示内訳という

か内示割り当てが３,５７０万円ということ

になっておりますので、事業等については

７,８００万円ちょっとはあるのですけれど

も、そのうちの補助対象ということで３,５

７０万円を計上させていただいております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） １番。

○１番（熊澤芳潔君） 事業につきましては

わかりました。

この事業、本当に足寄町の産業として期待

もしますし、これからそれぞれ町民の皆さん

も期待するだろうと思いますけれども、ただ

お聞きしたいことは、若干イチゴそのものに

ついてのことでちょっとお聞きしたいのです

けれども。実は町民の皆様の声の中には、こ

れは必ずしも一部の方でございますので、小

さいとか、それからかたいとか、それから

酸っぱいとかいろいろな形で評価をしている

のですけれども、そのほかに、私もそういう

ことを聞くものですから、寄って美菜等に

行ってみますと、今現在は入ってこないと。

こういうような形で今、このイチゴというの

はやっぱり主流がやはり冬場なのだろうなと

いうふうに思いますけれども、そういう実態

なのですけれども、行政としては現在のその

もののイチゴについての、何といいますか、

そういったことについてどう捉えているのか

をちょっとお聞きしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

今、議員仰せなさったと思うのですけれど

も、確かに正直言って時期的には若干味的に

部分が酸っぱいとか、そういったのが私も耳

にすることがあります。ただ、これは農協の

ほうで今栽培、生産販売しております。そこ

を担っていっている協働会社のぬくもり農園

という形の中で一生懸命やっているのですけ

れども。実は、気象条件、これが大きく左右

されるというふうにお聞きしております。７

月の高温、そして８月盆過ぎの低温、この部

分でなかなか熟度が保たれないような時期も

あったというようなお話も聞いております。

しかし、それ以降、順調に推移して、温度管

理もきちんと適正に行われて、現在はきちん

と製造、出荷等を含めて糖度の部分もある程

度確保されながら、皆さんというかお客さん

の手元だとか、加工を含めて販売、製造して

おりますという話はお聞きしております。

今後も、今こういう形の中で、想到しなが

ら生産、販売に向けて一生懸命努力しており

ますので、御理解のほどよろしくお願いした
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いなと思っております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） １番。

○１番（熊澤芳潔君） わかりました。

ただ、時期的なものと申しますけれども、

このイチゴというのは結構冬の場が主流でな

いかと私は思うのです。温泉ハウスですよ

ね。そういった意味では、現在なかなか入っ

てこないという理由はあれですか、何か都合

があって入らないのか。私もちょっと実際、

きのうときょう、二、三日、実はちょっと申

しわけなかったのだけれども、農協だとか

寄って美菜行ってみたのですよね。だけれど

も入ってこないということですので。では、

確立された中でのことではなくて、どうなの

か。それとも、これからまだ確立させる必要

があるのかどうか、そこら辺がちょっと疑問

といいますか、ひとつあるのですけれども、

お聞きします。

○議長（吉田敏男君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） 済みません。直

近の状況ということになると、ちょっとそこ

までは私ども把握させておりませんけれど

も、１２月の上旬等まではきちんと販売、出

荷しているというふうな話を聞いておりま

す。

今言われたように、ここ二、三日には寄っ

て美菜だとか、そういうＡコープさんのほう

にはちょっと出されてないという心配もな

さっていると思うのですけれども、私の耳に

入っている部分については、順調に行ってお

りますという話をお聞きしております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） 町長、答弁。

○町長（安久津勝彦君） 少し補足をさせて

いただきます。

先週ですか、振興局長、これ先ほど予算提

案しております道の補助金を活用させていた

だいたということで、先日、振興局長もお見

えになって私も一緒に現場に行ってまいりま

した。直近の生産状況聞きました。

これまでは、なかなか出荷先もオーダーは

あるのですけれども、なかなか順調な生産が

できてないということで、会社名も言います

けれども、札幌の石屋製菓さんのほうに、も

うともかく何とか量を出そうということで頑

張ってきた。

ことしになってから順調に生産ができてき

ているよということもあって、お伺いしたと

きには帯広の六花亭さんにも出荷ができるよ

うになったと。

ともかくこのイチゴ栽培については、とも

かく通年栽培ということを目標にやってま

す。ですから、先ほど、この間酸っぱいだと

か、ちょっとというのは恐らく夏場のとこ

ろ、夏場が一番難しいですね。日照の問題、

それから気温が高すぎてもだめだということ

ですから、そこの管理がまだまだ完璧には

なってないのかなという。

今申し上げたとおり、主力はともかくお菓

子屋さんといいますか、そういうメーカーの

ほうに出していくというのが主力でやってい

る。町民の皆さん方に寄って美菜ですとかＡ

コープさんで売っているというのは、主力か

らちょっと外れた部分といいますか、という

ことですから、そういう意味では順調に行っ

てそちらのほうの出荷を最優先してますか

ら、それで最近ちょっとここ二、三日そうい

うことで入ってないよということであれば、

生産そのものができてないということではな

くて、そちらのほう優先に出しているから、

恐らく町民の手元にまではちょっと行き渡ら

ないのかな、そんなふうに私は楽観視してま

すので、順調に来ているという報告受けてま

すから、特に大きな問題出てるというふうに

は聞いてませんので、順調にこれからも先に

向かって進められる事業かなというふうに

思ってますので、御理解いただきたいという

ふうに思います。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） １番。

○１番（熊澤芳潔君） わかりました。期待

もします。

ただ、せっかくですので、やっぱり寄って
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美菜等にもやっぱりそういった出荷している

部分のいいものもやっぱりあそこに、いや、

いいかどうかはちょっとわかりませんけれど

も、とりあえずは今私二、三日行ってないも

のですから見ていませんけれども、そういっ

たことも出荷することによって町民の皆様か

らやっぱり発信するということも大切でない

かと思いますので、ぜひそういうことでお願

いいたします。

○議長（吉田敏男君） 他に、農林水産業

費、質疑はございますか。

２番。

○２番（榊原深雪君） ２８ページの多面的

機能発揮促進事業費の交付金についてお伺い

いたします。

どういう趣旨の交付金かお伺いいたしま

す。

○議長（吉田敏男君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

この事業趣旨の内容なのですけれども、

今、要は化学肥料を使わない減肥対策という

形の中で行われている交付金でございます。

中身は、緑肥だとか堆肥の散布だとか、そ

ういう形の中の有機肥料だとか、そういった

ことを行うことで、化学肥料を半分ぐらいに

低下するというような中身の趣旨で行われて

いる事業です。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（榊原深雪君） 対象となる集落また

は農家さんのことをお聞きいたします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、経済課長。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

主に畑作生産者を対象にしております。

申請者につきましては、２１生産者、面積

については１４８ヘクタールということで、

主な作物の取り組みとしての内容としては、

豆類とフキ、それと小麦、これが対象となっ

ております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（榊原深雪君） 農業者に対しての直

接支援ということが開始された平成２３年度

ということでお伺いしておりますが、こうい

う農家さんがもっとふえていくことを期待し

まして、この質問は終わらせていただきま

す。

○議長（吉田敏男君） 他に、農林水産業費

ございませんか。

７番。

○７番（田利正文君） ２９ページの有害鳥

獣駆除賃金、１０万円マイナスになってます

けれども、毎回議題に上るのですけれども、

被害状況ですとか、ハンターの養成状況だと

か、その辺の変化というか、現状はどうなっ

ているか、ちょっと補足説明をお願いしたい

と思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、経済課長。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

まず１点目、この有害鳥獣駆除賃金の減

額、これについてなのですけれども、まずこ

れにつきましては、例えばクマが出没した

よ、どこに出たよといったときに、ハンター

要請かけるのですよね、うちからハンターさ

んに。そのときの出役の賃金でありまして、

それはもうこの時期以降恐らく冬眠等、クマ

の冬眠等入ってしまうということもあって、

支出はもうなかろうかということで減額させ

ていただきました。

次に、ハンター等の不足ということでもよ

かったのでしょうか。ハンターの状況です

ね。ハンターさんの状況につきましては、現

在本町には６９名のハンターがおります。そ

れで、その中でお聞きしている中では、済み

ません、まず６９名のハンターが今現在おり

ますということでございます。

その方々の部分も含めて、年齢的には平均

は大体５８歳ぐらいが平均になっております

のが、現状でございます。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ７番。
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○７番（田利正文君） 過去にもこのことが

話題になりまして、ハンターを養成しなけれ

ばだめだ、あるいは農家の方にくくりわなの

免許を取ってもらわなければだめだとかとい

う意見が、意見というか、答弁だったでしょ

うか、ありましたよね。そんなことが、現状

がどの辺まで推移しているのかということが

知りたかったのですね。変わってないなら変

わってなくて結構です。

それから被害額についても変わってなけれ

ばそれで結構ですし、もし変わっているので

あればどういうふうに変わっているのか、あ

るいはどこの地域が一番多いのかだとか、も

しわかれば知りたいなと思いましたが。

○議長（吉田敏男君） 答弁、経済課長。

○経済課長（村田善映君） ハンター、狩猟

等のくくりわな、あとは鉄砲等を含めての

ニーズについては、現状としては二、三年前

とほぼ変わっておりません。

被害、農作物の被害等につきましては、一

昨年よりは若干減少しておりますけれども、

やっぱり１億円台の農作物の被害は出ており

ます。

主にどこら辺が一番多いのかということに

つきましては、ちょっとそこまでの地域まで

の部分は、今現在手持ちの資料のほうにはご

ざいません。ただし、やっぱり山間部の多

い、縁に面しているところということでいけ

ば、螺湾沿線だとか、上足寄沿線とか、そう

いうところが出てくる部分が多いのかなとい

うふうに推しております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。

他に、農林水産業費、ございませんか。

２番。

○２番（榊原深雪君） ３０ページの水源林

造林事業費のことについてお伺いいたしま

す。

説明資料にカラマツが１万１,４００本、

アカエゾマツが７万６,７００本と書いてあ

りますが、これの生育の年数はどれぐらいな

のでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、経済課長。

○経済課長（村田善映君） カラマツの成長

年齢でいきますと、大体４０年前後かなと、

アカエゾマツはそれプラス１５年から２０年

増、プラスされるので、６０年から８０年ぐ

らいの成長率だと思っております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（榊原深雪君） こちらのカラマツ

で、アカエゾマツの所得率、どちらが販売す

るときにどのような販売率になっているかお

伺いいたします。利幅です。利益率です。１

本どれぐらいのもうけになるか。そういうこ

とはならないのですか。

では、どちらが。

○議長（吉田敏男君） ちょっと待ってくだ

さい。

それでは、ここで暫時休憩をいたします。

１１時２０分まで暫時休憩をいたします。

午前１１時０６分 休憩

午前１１時２０分 再開

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議を

再開をいたします。

農林水産業費、答弁から始めます。

経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） 済みません、時

間をとらせてしまいまして申しわけありませ

ん。

カラマツとアカエゾマツの収益性という

か、収益がどうなのかという御質問にお答え

いたします。

カラマツの成長が早い分、収益があると思

います。おおむね４倍程度、高くなっている

と思います。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（榊原深雪君） わかりました。

このカラマツとアカエゾマツの本数の大き

な違いは、町からは指定できないのかどうか

お伺いいたします。

○議長（吉田敏男君） 答弁、経済課長。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま
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す。

町もカラマツに対して植栽をしたいという

ことでありますけれども、これは水源林造林

事業ということでありまして、これは森林整

備センター、札幌水源林整備事務所、ここと

毎年協議してます。その中で、町としても要

望はしているのですけれども、そちらのほう

から国の、要は森林整備センターも国から補

助を受けておりますので、その中でアカエゾ

マツの苗木を購入してほしいというふうな形

で言われてますので、うちのほうもそれに

従った植栽をしております。

しかし、今後におきましては、今後も森林

整備とこうやって協議をしていく上では、カ

ラマツの要望だとか、そういったことをしな

がら森林整備センターと次年度の予算を含め

て協議をしてまいりたいと考えておりますの

で、御理解願いたいと思います。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（榊原深雪君） そうですね、村田課

長がおっしゃるように、やはり還元率の高い

ものを目指して、それとまずこの水源林造成

事業の役割というのは、やはり大きな役割が

三つあるということで、私は質問に当たって

ちょっと勉強してみましたけれども、水源の

涵養、山崩れ・土砂流出の防止、二酸化炭素

の吸収・貯蔵ということで、大きな役割があ

ります。その中で、プラス収益につながるよ

うなことがありますので、しっかりと協議し

ていただいて、少しでも収入の期待が持てる

カラマツのほうに少しでも多くの苗木を仕入

れられるように働きかけていただきたいなと

思っているところでございます。

質問はここで終わらせていただきます。

○議長（吉田敏男君） それでは、他に、農

林水産業費、ございませんか。

４番。

○４番（木村明雄君） 農林水産業費の２７

ページ、これ新規就農者について、ちょっと

お伺いをしたいと思います。

町長も現在まで本当に相当な力を入れて進

んできたわけなのですけれども、ここで成功

をしているということで、この成功者が何名

いらっしゃるのか、そしてまたこれから先に

向けて待機をしている方々がどれほどいらっ

しゃるのか、その辺についてちょっとお伺い

をしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、経済課長。

○経済課長（村田善映君） 新規就農で今現

在経営開始されている方につきましては、平

成１３年度から始まって昨年だから平成２８

年ですね、それまでに１５組ですね。平成２

９年度、今年度なのですけれども、２名が経

営開始に向けて今新規就農志向者として研修

を受けております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） ４番。

○４番（木村明雄君） ここで今待機してい

るというか、志向者、これについては、順調

にいったらどのぐらい、あと何年かかかるの

か、それともこれが町に就農していただける

のか、それともどこか行ってしまうのか、そ

の辺について、ちょっとわかればお伺いをし

たいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、経済課長。

○経済課長（村田善映君） 今現在２名の新

規就農志向者の動向といたしましては、うち

のほうの担い手対策の支援員も含めて農協と

の担当者といろいろとお話をされている中で

の部分でいきますと、まだ予定しか組んでお

りませんけれども、平成３１年に就農できる

体制で今現在進めておる方が１名、今現在進

行形という形の中でいろいろと詰めている話

をしておりますけれども、その方については

現在のところいつ就農というふうな計画は立

てていないのですけれども、その方も足寄町

に新規就農したいということの意思はありま

すので、その方に対してでもよりよい条件の

中で新規就農ができるように、うちのほうの

担当を含めて行っていきたいと思いますの

で、その辺は御理解願いたいと思っておりま

す。

以上です。
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○議長（吉田敏男君） ４番。

○４番（木村明雄君） これについてまだま

だ、今志向者、これがいらっしゃるというわ

けなのだけれども、これから先に向けて、ま

た希望者もこれ時の流れというか、こういう

形の中では出てくるのではないかなという気

するわけなのですよ。そしてまた、私から考

えてみますと、芽登地域、これはやはり今人

口が芽登地域だけふえていると。そしてまた

小学生も芽登地域だけがふえていると。そん

なところで、これはやはり今まで町長が一生

懸命やってきた努力のたまものかなという気

がするわけなのだけれども、これらについて

我々ほかの地域から見たらうらやましいなと

いうような気もするわけなのだけれども、こ

れ総体的に見た形の中で、これからどう進ん

でいくのか、町長にちょっとお伺いしたいと

思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、町長。

○町長（安久津勝彦君） 木村議員仰せのと

おり、これまでの新規就農者、やっぱり芽登

地域を中心にしながら就農いただいていると

いうことでございます。

先ほど課長がお答えした３１年に予定し

て、その目標に向かって今進んでいる方につ

いては今のところ上大誉地のところというふ

うに思ってます。

それで今後の見通しなのですけれども、や

はり新規就農したいという方については、

やっぱり放牧で酪農をやりたいんだという、

こういうことであります。

担当のほうでＪＡ農協さんのほうとも

ちょっといろいろ緊密に関係を持ってやって

いるのですが、問題は就農先の候補地です

ね、これがなかなか難しいということなので

すね。ですから、その候補地は、逆に言え

ば、いろいろな情報があればぜひ情報欲しい

なというふうに思います。

離農してから相当年数たっているところと

いうのは、これはまたいろいろな経費のこと

も含めてなかなか難しい。一番いい姿という

のはそのまま継承できるような形というのが

理想なのかなという思いしてますけれども、

これもなかなか難しいところで、例えば、例

えば６５歳の人が後継者もいない、でも俺は

元気だからあと５年、７０ぐらいまでは頑張

りたいんだ、これ尊重しなくてはいけないで

すね。では７０歳になったときに、タイミン

グよく新規就農希望者がいるのかというと、

これまたなかなか難しい話ですよね。ですか

ら、タイミングがあるんだというふうに思っ

ているのですね。

ですから、私が担当のほうにもちょっと指

示を出しているのは、やっぱり後継者のいな

いところ、しっかり掌握をしておいて、そし

て何歳ぐらいまで営農できるのかということ

も含めて、そういう情報をしっかりいただい

て、そしてその間にやっぱり人間関係をしっ

かりつくって、場合によっては、７０歳まで

俺は働き続けたいんだよ、でもタイミングの

問題がありますから、場合によっては信頼関

係さえつくっておけば、例えば６７歳のとき

にタイミングよく足寄に新規就農したいとい

う人が出てきたときには、逆にそういう情報

もお伝えをして、７０歳と聞いているのだけ

れども、今こういう人いるんだよね、どうだ

い。これとりようによっては、では離農促進

するのかいと、こうとられてしまったら困る

のですけれども、でもそういったことも含め

て、常にそういう直近の情報交換をできるよ

うな信頼関係つくってくれという、そういう

お願いもしているところであります。

いずれにしても、我が町は早くから放牧酪

農を推進してきてますから、そういう情報発

信も十分できてますので、放牧酪農やりた

い、新規就農したいという方の問い合わせと

いうのは、比較的継続的にありますから、

しっかりとそこの相談体制だけはしっかりし

て、そういう期待にも応えていきたいという

ふうに思いますし、やっぱり町を存続してい

くための、まさに地方創生の我が町にとって

は重要な位置を占めているというふうに思っ

てますので、引き続きまたしっかりした取り

組みをしていきたいというふうに考えている
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ところでございます。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） いいですか。

他に、ございませんか。

１２番。

○１２番（井脇昌美君） 今回農林水産の中

に目として農業委員会さんの目がないもので

すから、農業委員会のほうにちょっと質問を

させていただきたいのですけれども、ちょっ

と私の所管でもあるのですけれども、１２月

１２日、この１面に十勝のある町が農地の買

収をされたと。そういうような、理由として

は、大口の牧場の閉鎖に伴った農地の集積、

また、有効利用を目的として町が買ったとい

うことをうたってありました。

その中で、当然どれだけの内訳というと、

後からまた町有林に関連した管理の中で、経

済課長にお聞きしますけれども、農地が１３

２ヘクタール、それから林地が１８４ヘク

タール、準林地に属すると思うのですけれど

も原野４８ヘクタールとなっております。

これは町の農地利用の集積円滑化事業に乗

せて、そして町も農業委員会との協議の中で

農地の集積・有効利用を目的として購入を決

定づけたと書いてあるものですから、まずこ

の一つの定義と農業委員会のまた局長さんに

その説明をしていただき、会長さんに今回の

この問題で齋藤会長さんとしては、どのよう

なお考えか、それをちょっとお聞きしたいの

ですけれども。

○議長（吉田敏男君） 答弁、それでは、農

業委員会局長。

○農業委員会事務局長（上田利浩君） 今の

井脇議員の御質問ですけれども、私もこの新

聞報道につきましては読ませていただきまし

た。

その中で、今、議員御指摘のとおり、牧場

を閉鎖するということで、その中で農地等

の、農地のほかにもありますけれども、売買

の対象になったということで、その事業が農

地利用・集積円滑化事業ということで、その

事業に乗って進んだという新聞報道であった

かと思います。

この事業なのですけれども、農業経営基盤

強化促進法があるのですけれども、その促進

法に基づいて実施されている事業と認識して

おります。その事業そのものが、今回地域内

の農地を一括して引き受けて、まとまった形

で担い手に配分する仕組みということで、そ

れを町のほうが、十勝管内のある町のほうが

購入して、そしてそれを一時的に購入して最

終的には担い手のほうに引き渡していくとい

うような事業かと思います。

そういうことで、農地の利用集積というこ

とですので、私、農業委員会事務局のほうか

らちょっとお話させていただいてるのですけ

れども、私、本町はこの事業と似てはいるの

ですけれども、農地保有合理化事業というこ

とで、中間管理機構、いわゆるこちらでは北

海道農業公社が離農したりとか何かする方の

農地を買い受けて、そして必要である農地を

集積して、そして担い手のほうに引き渡して

いくという事業があるのですけれども、そう

いう事業にのっとって、今のところ足寄町と

しましては、そういう形で進めていっている

ところでございます。

今お話ししていた町のほうで直接買い入れ

してという、新聞報道の中でも珍しいという

書き方されていたかとは思うのですけれど

も、実際のところ、うちのほうでそういう事

業で農地のほうを購入してという実績は今の

ところないのですけれども、そのようなこと

で、新聞報道の中でいくと、農業委員会のほ

うで今集積して同じような形で実施している

のは、今お話ししたとおりでございます。

私のほうからは、こちらのほうで説明させ

ていただきます。

○議長（吉田敏男君） 続いて、農業委員会

会長。

○農業委員会会長（齋藤陽敬君） 今、議員

さんの回答というわけではありませんが、農

業委員会の立場としましては、やはり町外の

資本家というか、経営者に農地が流出するの

は非常に我が町にしても大変なことではない
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かなというふうに感じています。

ただ、足寄は中山間事業の中で大規模経営

を目指した酪農みたいのもありますので、そ

ういった意味ではやっぱり面的集積というの

がひとつコスト低減のためにも含めて必要な

形であると思います。

ただ足寄町の場合、山麓地帯でありまし

て、なかなか一つの面積に集積するというこ

とでやっていきますと、非常に難しい部分も

ありますが、ただ一括でこういった土地がで

きてきたときはやはり何らかの形の中で町行

政並びに経済団体含めて、何とか足寄町の担

い手のほうに帰属させる形の中で集積してい

きたいなという感じは持っております。

○議長（吉田敏男君） １２番。

○１２番（井脇昌美君） ありがとうござい

ます。

農地法というのがまず我々わからないなが

らも隣接者がある程度優先順位、優位だとい

うこともいろいろなことで、そこの中で売買

のときには想定できる条件になると思うので

すけれども、町外に流出を防ぐという、今、

会長さんおっしゃったのが主だと思うので

す。

続いて、たしか前に、町林の経済課長のほ

うにお聞きしたいのですけれども、前に９番

議員さんが一般質問されたようには記憶して

いるのですけれども、特に林地の１８４ヘク

タール、山林だと思うのですけれども、それ

と原野の４８ヘクタール、これが恐らく海外

資本の買収などを懸念してやはり、想定した

中で町が動かれたと思うのです。

そして私もちょっとこの新聞出てからある

人の、大手の会社なのですけれども、そこに

聞いたら今北海道のターゲットとしたらニセ

コ、倶知安がやはり一番外国資本家に、ニセ

コ、倶知安ですと。十勝では何かしら新得な

のです。やっぱり一つの何かがあるのです

ね、話の持っていき方のつてがあるのです

ね、新得。それで新得町さんも真剣にそれに

対応しているというか。それとあと北見地区

では雄武地区、これがやっぱり山林が主らし

いのですよ。

本州のブローカーがいて、その背後にアジ

アの外国人が、ブローカーというのは手数料

だけいただければいいわけだから、世話し

て。そういうのがブローカーの主たる仕事で

すから、そういうことでちょこちょこと流出

しているのが最近、きのうかな、聞いた話な

のですけれども、そのような状況らしいで

す。

それで、当町もそういうようなつてが近隣

まで、管内にも来ているわけですから、人ご

とではないわけですよ。９番議員さんも心配

されて、以前に一般質問されたのですけれど

も。田利議員さんもきのうはセラピーだと

か、森林浴のハイキングとかそういうのも一

般質問をされて、どんどんとそういうことを

立地条件を生かした中で共有していくという

のは町の一つの生き方でないかと、そのとお

りなのですけれども、実際は森林組合さんあ

たりに常日ごろ協議すると、その一歩裏には

山林所有者が足寄町でもいまだに名義は残っ

ているけれども、存在していないというか、

連絡の取り次ぎようのないような山林の所有

者がかなりもうあります。それが高齢化して

不在地主になって亡くなったとか。その後、

名義が変更されてないという現象らしいで

す。森林組合さんにお聞きすると。ですか

ら、そういう森林浴も大事だけれども、私は

そのことのほうが先に、今後の先に向けた課

題ではなかろうかなと、そのように思ってい

るところでもあるのです。

それで、話はまた戻りますけれども、そう

いうことで、経済課として、課長さんとして

どんな考えで対処されるのか、ちょっとお聞

きしたいと思います。なかなか発生してから

の協議にもなろうと思いますけれども、これ

は首長が判断することでもあるのですけれど

も、関係課としてどのようなことも含めて危

惧されているのかなということをちょっとお

聞きしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） 大変難しいなと
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思うのですけれども、私も新聞を拝見させて

いただいて、新得ものすごいなというふうに

ちょっと思いました。それに対して、農地だ

とか林地含めて、３７０ヘクタールという膨

大な土地なのですけれども。今おっしゃって

いるように、足寄の町有林、民有林含めて、

そういったことがなった場合、いわゆる海外

資本等が買収というか、そういったことに

なった事案が発生したというか、生じた場合

なのですけれども、これはやっぱり経済課と

しては、森林を守るという意味というか、観

点からでも、そこについてはやっぱり理事者

と協議をして、今現在林業振興室の予算の中

でも一部あるのですけれども、森林公有林化

事業、こういうのが活用できるかどうか協議

しながら、町の森林保全を含めて維持を行っ

ていきたいなというふうに考えております。

また、恐らく先ほど言っていたニセコだと

か倶知安、新得、個人事になると思うのです

けれども、これは恐らくリゾート土地開発で

はないかなというような背景で大規模に購入

して、それもまたうちも一部あったのですけ

れども、直接海外でなく大手ブローカーが

買って、そして３系統ぐらいで経由していっ

て最終的には、何というか、個人の所有が

買っているみたいな、そういった流れでなっ

ているので、結局それをずっと突きとめてい

くと大手ブローカーだとか、そういったこと

につながっていっているような状況で、実際

そこまで調べられるかといったら、かなり厳

しいものもあるのかなと。直接入ってきたら

うちはガード線張れると思うのですけれど

も、そういったいろいろなあらゆる手を使っ

て入ってくる部分については、うちらも

ちょっとその情報収集については大変厳しい

ものかなと思っております。

以上です。

○議長（吉田敏男君） １２番。

○１２番（井脇昌美君） わかりました。

本当に難しい、なかなかそういうことが発

生したときに急遽やっぱり対応するというの

が町の機関であり、ただ常に所管としては、

そういうようなことも想定しながら、所管と

して経済課の振興室としてもやはり備えてお

くことが憂いになるのかなという、憂いのあ

れになるのかなと思います。

やっぱりつい最近も、カムイロキ、林道付

近の町有林に隣接したところで、約３０ヘク

タール何とか買って病気になったから、もう

これ以上あれだからまだ町に下がりたいんだ

と。そしてそれは林業振興室に相談しな、た

だ、町は山を買う機関ではないからねと、町

は。ただその相談にはまず乗ってくれるで

しょうと。ですから、ある意味においては、

そういうことがいよいよ誰も買ってくれな

かったらどこへ持っていくかもわからない時

勢でもあるものですから、町に買えというこ

とではなくて、まず町に相談行ったときには

適度なアドバイスだけはしてあげたい、あげ

てほしいということがまず最初なのです。そ

のことも林業振興室に、つい１カ月ぐらい前

に行ってるはずですから。そんなことも今後

考えてあげてほしいなと。そして適度な、あ

るアドバイスをしてあげることが一番かな

と。もちろん町で買ってあげられればいいで

すけれども、町にだって予算があるし、いろ

いろなもろもろの、得るということはそれだ

けの余計な先々の管理の費用がそこで発生し

ていくわけですから。その辺もだんだん、だ

んだんやっぱり町の人口の動向と同じで、山

主ももうそのとおり高齢化していって、そし

て息子さん、娘さんあたりが山に興味ない。

山の空き家対策、山がもう町の空き家と同じ

になってきているものですから、その辺も経

済課長さん大変でしょうけれども、考えて、

今後は対応してあげてください。

最後にちょっとその辺どうですかね。

○議長（吉田敏男君） 答弁、経済課長。

○経済課長（村田善映君） 議員仰せのとお

り、足寄町の民有林でもあり、町有林でもあ

り、含めて、やっぱり山を守っていくという

ことについては共通の認識を持ってお互いに

協議をしながら進めていきたいと思っており

ますので、御理解のほどよろしくお願いしま
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す。

以上です。

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。

他に、農林水産業費、ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 次に参ります。

３０ページから３２ページ、第７款商工

費、質疑はございませんか。

９番。

○９番（髙橋健一君） 雌阿寒温泉火山性ガ

ス対策事業に３９万７,０００円を計上して

いただいて、本当にありがとうございます。

しかし、きのうの新聞に硫化水素の基準値

を超える温泉が２軒実名で報道されてしまい

ました。非常に風評被害が心配です。

ぜひここでお願いがあるのですけれども、

町としてぜひ雌阿寒温泉、足寄町の財産です

ので、ぜひフォローアップというか、応援を

して何とか生き残れるように対策を講じてい

ただきたい、お願いであります。

どうぞよろしくお願いします。

○議長（吉田敏男君） その件について、町

長、答弁できますか。

答弁、町長。

○町長（安久津勝彦君） この間、もうかれ

これ３年前ですかね、これも原因は特定され

てないのですけれども、疑いという形の中で

硫化水素によって残念ながら植物状態になっ

てしまった人がいるということで。これは本

当にまさしく警察も入って調査をしているの

ですが、これはもう白とも黒ともまだわから

ない、あくまでも疑いという中であります。

そういう中で、いろいろなところで問題提

起がなされて、私も環境省のほうにも直接２

度ほどお邪魔をして、それから道庁のほうに

も行って、この間ずっといろいろな協議をし

てまいりました。

それで、この温泉利用に関する許可権者と

いうのは各都道府県。今回、新聞報道を見ま

すと、ちょっと誤解を受けてしまうのですけ

れども、新しい基準、基準改正みたいなこと

で受け取られてしまうのですけれども、これ

は環境省とお話しして確認できたのは、許可

権者の都道府県が許可しっ放しでその後全く

指導業務をやってなかったということで、そ

れで、これではだめだということで、その指

導体制といいますか、中間の例えば１年に一

遍検査に行きなさいだとか、そして何かあっ

たら指導しなさいとか、そのことがしっかり

されてなかったので、その決まりをきちんと

つくりますという話なのですね。

今回、新聞報道であった基準値を超えた、

理想な形というのは１０から２０の範囲内と

いうのが一番の根っこにあるみたいなので

す。その上に５０までだとか、それを超えた

ら、要するに濃度が高くなれば人体に与える

影響がどうなのだという、こういう基準に

なっているのですね。ですから、高ければも

う致死量で一発だめになってしまいますよと

いう、こういうことなのですね。ですから、

うちの雌阿寒温泉はそこまでは行ってないと

いうことなのですね。

この硫化水素というのはなかなか難しく

て、その日の気象状況によっても全然、風吹

いたりだとか吹いてなかったり、変わってし

まうということなのです。

今営業されている、残念ながら１軒はもう

休業中なのですけれども、営業されている２

軒というのはもう長い間あそこで営業してき

ているわけですね。当然、硫黄温泉ですか

ら、そういう硫化水素も当然かんでいるとい

うのは理解してますから、これは長年換気に

心がけるだとか、そういうことはずっと当た

り前のことにやってきているのですよね。た

だ、きちんとした機械設備があるかという

と、そうではないというようなことがあっ

て、やっぱりいつ何どきその日の状況によっ

ては濃度も変わるというものですから、それ

でいろいろこの間相談をしてきて、やっぱり

とどのつまり結論としては、やっぱり安心で

きるようなきちんとした設備が必要だねとい

うことで、それで町のほうも責任持って大事

な観光資源だからということで、議会にも報

告をさせていただいて、目下、今、北見工業
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大学のほうで試験もしていただく。

今なぜここまで時間かかっているのかとい

うのは、やっぱり本当に火山性の温泉、実は

どこの温泉も実は泉源の温度高いのですよ

ね。ところが、全国的にも珍しい温泉で、あ

そこの泉源というのはもう源泉自体の温度が

４３度ぐらいしかないのですね。ガスなんて

いうのはメタンガスも含めて硫化水素も含め

て、抜気すれば抜けるのはもうはっきりして

いるのですよ、単純な話ですから。ところ

が、夏期間やってもらったら、きちんと抜気

すれば全然問題ない数値になるのです。問題

は冬期間、抜気、これ外で抜気かけますか

ら、そうすると温度低下がどの程度下がるか

という、これを今またこの冬の間通じてやっ

てもらうという、こんな状況になっていると

ころでございます。

そこで、確立ができれば、場合によっては

加温措置必要だよということになるかもしれ

ませんけれども、それは今後の推移を見守ろ

うということでございます。

それで今議員が一番心配しているのは、実

名も出ました。私はこれ実名、一斉検査に入

るということだから、これ公表されても別に

あれだよと、問題は風評被害が一番心配なん

だということで、随分ドンパチしているので

すけれども、その中でこの間、北海道も許可

権者ですから、単に超えているとか超えてな

いとかというそのことよりも、この間どうい

う対応をして、今どういう対応をしてお客様

に利用していただいている、そのことを強調

してくれということで随分お話をさせていた

だいて、そういう前提に基づくのであれば、

検査した結果、やっぱり若干高いです、それ

はやぶさかではないのですかということを随

分言ってきました。もっと言えば、高いとい

うことを北海道が確認できれば、それに基づ

いてきちんと行政指導すればいいじゃないで

すかという話までしてきてます。

この間の経過は、現地に業者の方に、経済

課長が中心になりながら、逐次こんな状況だ

よということも含めて、報告をし、直近でい

けば一斉検査の後はやっぱりこれ実名報道も

あるかもしれないよ。でもこれはもうこれま

で当然のごとくやっていることを引き続きき

ちんとやっていきましょうと。当然、行って

いただければわかりますけれども、張り紙も

していますから、この温泉は硫化水素泉です

からねということも。だから長時間の入浴は

避けてくださいだとか、そういう張り紙もし

てきちんと現場では対応してますから。その

ことをいかに正確な報道をしていくかという

ことにかかってくるのだろうというふうに

思ってます。途中経過そんな状況でありま

す。

これから冬期間、しっかりとした試験を

し、どういう装置が必要になるか、もっと言

えば経費がどれぐらいかかるのかも、年度

内、来年の３月までにはかためたい、かため

ていただきたいということで思ってます。

それがかたまり次第、また議会のほうにも

町の支援策をまた相談をさせていただきた

い、提案をさせていただきたいということで

考えてますので、御理解いただきたいという

ふうに思います。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） 他に、商工費、ござ

いませんか。

４番。

○４番（木村明雄君） ３２ページの観光費

について、ここで原料費、原材料費、加工用

原料費とありますけれども、これは具体的に

どういうものなのか、ちょっとお伺いをした

いと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、経済課長。

○経済課長（村田善映君） 今、町長が中間

報告等の中にお話があった中で、冬期間、冬

期間の温度を下がらない方法として、要は本

管、これを購入する予定で考えております。

それでもって温度が下がるか下がらないかと

いうことはやりながら、あとそれに対して二

つの管というか保温管を２種類ちょっと購入

して実験したいと。それに伴う附属部品、こ

れが計上されている予算でございます。
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以上です。

○議長（吉田敏男君） 補足です。

町長、答弁。

○町長（安久津勝彦君） もうちょっとわか

りやすく説明しますと、これまでに北見工業

大学のほうに委託料という形でお願いをして

まいりました。この間でわかったことという

のは、大学との契約しているものですから、

では、一つにはいろいろな物を買うにしても

一旦大学の収入として入れるものですから、

では支出がこれでいいのかどうなのかという

手続上非常に、実は煩雑化しているみたいな

のです。

今回補正予算で上げさせていただいたとい

うのは、認めていただいた委託料はこれはも

う使い切ってしまったと。大変な思いをしな

がらでも使い切ってしまったと。それで足り

なくなったから、では、補正上げましょう

と。ではそのときにわかってきたのが、大学

と直接やってしまうとなかなか時間的なこと

も含めてすぐ発注してということにならない

ので、ではその分は町が直接購入できるよう

な形を認めていただいて、要するに原材料、

必要なものは町が直接買って供給してスピー

ドアップを図るためにも、一刻も早く結論を

いただきたいということで、こういう予算の

上げ方。これまででいきますと、委託料の足

りなくなったから補正というお願いをすべき

ところですけれども、そういう形に変えたと

いうことで御理解いただきたいというふうに

思います。

○議長（吉田敏男君） 他に、商工費、ござ

いませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 昼食の時間があと２

分ということであります。

１時まで、ここで暫時休憩をいたしたいと

存じます。

午前１１時５８分 休憩

午後 １時００分 再開

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議を

再開をいたします。

３２ページから３４ページ、第８款土木

費、土木費から始めます。

土木費、発言はございませんか。質疑はご

ざいませんか。

１１番。

○１１番（髙橋秀樹君） ５目の道路改良費

ですか。河川占用申請書作成料で１,０００

万円かかっているのですけれども、これ予算

説明書にもあるのですが、もう少し詳しい御

説明をお願いしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、建設課長。

○建設課長（増田 徹君） 河川占用申請書

作成委託業務なのですけれども、今、橋梁長

寿命化修繕計画において、足寄町で今１２６

橋だったかな、の橋梁の修繕をするというこ

とで調査をしてきたところでございます。

今回上げさせていただきました河川占用申

請の作成業務なのですけれども、そのうちの

国有林道、昔の、今の森林管理署で設置した

橋梁において河川占用申請がなされていな

かったことから、そのいただいた橋梁につい

ての河川占用を取るための費用を上げさせて

いただきました。今のところ約４０橋程度を

上げさせていただきました。ということで、

国有林内にある橋梁の形、内というか、町道

にある国有林の分の橋梁の分の河川占用申請

ということで、御理解をお願いしたいと思い

ます。

○議長（吉田敏男君） １１番。

○１１番（髙橋秀樹君） この４０橋に関し

ては河川占有の占有申請がなされていなかっ

たためというふうに書いているのですけれど

も、これずっとなされないまま町で、いつこ

れもらったのですかね。管理はずっとその前

からしていたのですか。移管されたのは最近

なのですか。

○議長（吉田敏男君） 町長、答弁。

○町長（安久津勝彦君） 少し私のほうから

説明させていただきますけれども、今国有林

内あるいは林道という、これもそうなのです

けれども、要は足寄町非常に広い行政面積

持っておりまして、道路あるいは橋梁の整
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備、町で整備したり、あるいは農道で整備し

たり、あるいは林道で整備したりということ

なのですけれども、要は古い橋なのですよ。

古い橋が当時正式な占用も取らないで、まあ

まあそういう時代だったのだというふうに思

いますけれども、現実として橋はあるわけで

すよね。それでこの問題が出てきたというの

は、最近いろいろな大雨災害で橋やられた

よ、修繕したいということで行ったときに、

ちょっと待って、これ河川占用出てない橋だ

よと、こう来てしまったわけですよ。それ

で、この間、私も数年前から、何を言ってる

んだよと、現実に橋があるので、そこに人が

住んでいるのだから直さないわけにいかんだ

ろうという話で、これ正式にやってしまう

と、ほとんどの橋はもう全部だめですよ。も

う正式に構造計算から全部やって、もうかけ

かえしなければならないような橋ばかりなの

です。これが全面、全面もうかけかえという

ことになればこれはもう正式な占用というこ

とで、正確な、ちゃんとコンサルも入れて、

強度の計算も全部しながら、それこそ１橋を

つくったら数千万円、下手したら億の金かか

るようなそういう整備をしなければいけない

ということなのですけれども。

このことをなぜ今やるかというと、そうい

うちょっと小破修理だとか何とか災害でなっ

たときに、現状に基づいて現状回復の修理を

するためにそういうものをきちんとしておか

ないと、これ最初はきちんと、きちんとした

ものを出せと来たから、ちょっと待ってと、

冗談でないと言って私もちょっと帯広まで

行って、そんなことになるのかということ

で、最低限度のもの、今の現状の橋がどんな

橋なのか、それから現状で行く流量計算も正

式なもので、アバウトと言ったら叱られるか

もしれませんけれども、今の橋、現状あると

いうことの前提のもとに、そういうものはお

互いに整えましょうというようなことで話が

まとまったものですから、それで今回説明書

にありますとおり約４０橋ぐらいの橋、すな

わちもう現時点で占用が許可取ってないとい

うのがもう明確な橋を、漏れはないというふ

うに思っているのですけれども、ひょっとし

たらまだ隠れたところにあるかもしれません

けれども。一応そんなようなことで、できる

だけ必要最小限度のお金で、お互いの共通認

識で担当者がかわってもそういうものがある

よということの体制を整えたいというような

中身ですので、ぜひ御理解いただきたいとい

うふうに思います。

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。

他に、土木費、ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 次に、３４ページ、

第９款消防費、質疑はございませんか。

２番。

○２番（榊原深雪君） 消防費についてお伺

いします。

報償費の消防団員退職報償金というのがあ

りますが、この対象者は何年お勤めになった

方なのかと、人数と、あと階級をお伺いいた

します。

○議長（吉田敏男君） 消防課長、答弁。

○消防課長（大竹口孝幸君） お答えいたし

ます。

今回退職される方は、在籍年数１９年とい

うことで、部長職になります。１名でござい

ます、今回退職される方は。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（榊原深雪君） １９年ということな

のですが、区切りとしては消防の勤務年数は

５年、１０年とか区切りありますか。ないで

すか。こちらの、わかりました。

そうしたら、この報償金というのは、自治

体によって変わるのですね。退職報償金とい

うのは自治体によって違いますか、金額は。

○議長（吉田敏男君） 答弁、消防課長。

○消防課長（大竹口孝幸君） お答えいたし

ます。

自治体の条例によって違いはあるかと思い

ます。５年以上の方を対象にしておりますの

で、よろしくお願いいたします。
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以上です。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（榊原深雪君） ５年以上を対象者と

いうことなのですが、その後年数によってま

た変わってくるのですね、金額は。はい。

それで、この今のある条例は何年から現在

まで使われているのでしょうか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、消防課長。

○消防課長（大竹口孝幸君） ２８年４月に

広域化になりまして、足寄町のほうに移管さ

れました２８年４月から運用されておりま

す。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） ２番。

○２番（榊原深雪君） １９年勤務された方

が退職されたということで、今の消防団員さ

んの補塡というのですか、この方の補充とい

うことはもうされたのですか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、消防課長。

○消防課長（大竹口孝幸君） この方の補塡

というのか、交代になるかちょっとわかりま

せんが、その次の月に１名の方が補塡されて

おります。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） いいですか。

他に、ございませんか、消防費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） それでは、次に参り

ます。

第１０款教育費、質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 次に、４２ページ、

第１３款職員費、質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 歳出総括ございませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 次に、１０ページに

お戻りください。

歳入に入ります。

１０ページから１５ページ、歳入一括で行

います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 歳入総括ございませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 次に、４ページにお

戻りください。

第２表繰越明許費３件、質疑はございませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 第３表債務負担行為

１件、質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 第４表地方債補正、

変更３件、質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 全体に対する総括ご

ざいませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わり

ます。

これから、討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第１１３号平成２９年度足

寄町一般会計補正予算（第９号）の件を採決

をします。

この表決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第１１３号平成２９年度

足寄町一般会計補正予算（第９号）の件は、

原案のとおり可決されました。

５９ページをお開きください。

これから、議案第１１４号平成２９年度足

寄町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）の件の質疑を行います。
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６４ページから６９ページ、歳入歳出一括

で行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 総括ございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わり

ます。

これから討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第１１４号平成２９年度足

寄町国民健康保険事業特別会計補正予算（第

３号）の件を採決をします。

この表決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第１１４号平成２９年度

足寄町国民健康保険事業特別会計補正予算

（第３号）の件は、原案のとおり可決されま

した。

７１ページをお開きください。

これから、議案第１１５号平成２９年度足

寄町簡易水道特別会計補正予算（第３号）の

件の質疑を行います。

７６ページ、歳入歳出一括で行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 総括ございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わり

ます。

これから討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第１１５号平成２９年度足

寄町簡易水道特別会計補正予算（第３号）の

件を採決をします。

この表決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第１１５号平成２９年度

足寄町簡易水道特別会計補正予算（第３号）

の件は、原案のとおり可決されました。

８５ページをお開きください。

これから、議案第１１６号平成２９年度足

寄町公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号）の件の質疑を行います。

９０ページ、歳入歳出一括で行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 総括ございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わり

ます。

これから討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第１１６号平成２９年度足

寄町公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号）の件を採決をします。

この表決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第１１６号平成２９年度

足寄町公共下水道事業特別会計補正予算（第
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２号）の件は、原案のとおり可決されまし

た。

９９ページをお開きください。

これから、議案第１１７号平成２９年度足

寄町介護保険特別会計補正予算（第３号）の

件の質疑を行います。

１０４ページから１１３ページ、歳入歳出

一括で行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 総括ございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わり

ます。

これから討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第１１７号平成２９年度足

寄町介護保険特別会計補正予算（第３号）の

件を採決をします。

この表決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第１１７号平成２９年度

足寄町介護保険特別会計補正予算（第３号）

の件は、原案のとおり可決されました。

１１５ページをお開きください。

これから、議案第１１８号平成２９年度足

寄町介護サービス事業特別会計補正予算（第

２号）の件の質疑を行います。

１２０ページ、歳入歳出一括で行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 総括ございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） これから討論を行い

ます。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第１１８号平成２９年度足

寄町介護サービス事業特別会計補正予算（第

２号）の件を採決をします。

この表決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第１１８号平成２９年度

足寄町介護サービス事業特別会計補正予算

（第２号）の件は、原案のとおり可決されま

した。

１２９ページをお開きください。

これから、議案第１１９号平成２９年度足

寄町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３

号）の件の質疑を行います。

１３４ページ、歳入歳出一括で行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 総括ございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） これから討論を行い

ます。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第１１９号平成２９年度足

寄町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３

号）の件を採決をします。

この表決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。
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（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第１１９号平成２９年度

足寄町後期高齢者医療特別会計補正予算（第

３号）の件は、原案のとおり可決されまし

た。

１３７ページをお開きください。

これから、議案第１２０号平成２９年度足

寄町上水道事業特別会計補正予算（第２号）

の件の質疑を行います。

１４０ページから１４３ページ、収益的収

入及び支出一括で行います。

質疑はございませんか。

７番。

○７番（田利正文君） 営業外収益というの

はどんなのが含まれるのでしょうか。ちょっ

と説明をお願いしたいと思います。

○議長（吉田敏男君） 答弁、建設課長。

○建設課長（増田 徹君） 営業外収益はど

ういうことかということの御質問ですが、営

業外収益については受取利息及び配当金、そ

れから負担金、長期前受金戻し入れ、その他

雑収益の以上４点を営業外収益という形で

やっております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） いいですか。

他に、質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） １３７ページにお戻

りください。

第３条 予算第７条に定めた経費の補正、

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 総括ございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わり

ます。

これから討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第１２０号平成２９年度足

寄町上水道事業特別会計補正予算（第２号）

の件を採決をします。

この表決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第１２０号平成２９年度

足寄町上水道事業特別会計補正予算（第２

号）の件は、原案のとおり可決されました。

１４９ページをお開きください。

これから、議案第１２１号平成２９年度足

寄町国民健康保険病院事業特別会計補正予算

（第２号）の件の質疑を行います。

１５２ページから１５５ページ、収益的収

入及び支出一括で行います。

質疑はございませんか。

７番。

○７番（田利正文君） 医業収益２,７００

万円、それから職員給与費３,２００万円減

になってますが、これについて若干説明お願

いできますか。

○議長（吉田敏男君） 答弁、病院事務長。

○国民健康保険病院事務長（川島英明君）

職員給与費の減につきましては、先ほども申

し上げましたとおり、職員の異動時期が年度

途中ということでございまして、その部分の

異動に伴う減額が大きかったということで、

人勧の部分のプラス要因はありましたが、そ

れ以上にその減額が大きかったということで

減となってございます。

その他の手当等につきましても、時間外手

当の縮減ですとか、また職員の異動に伴うも

のでございます。

収益の部分の入院収益、外来収益の減につ

きましては、現状で上期の外来、１人当たり

の外来収入、また、入院の１人当たりの１日

当たりの収益という部分で、単価が減となっ

てございますので、それに伴いまして減とい
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う形でさせていただいております。

以上でございます。

○議長（吉田敏男君） よろしいですか。

他に、質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） １４９ページにお戻

りください。

第３条、予算第８条に定めた経費の補正、

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 総括ございません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） これで質疑を終わり

ます。

これから討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第１２１号平成２９年度足

寄町国民健康保険病院事業特別会計補正予算

（第２号）の件を採決をします。

この表決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第１２１号平成２９年度

足寄町国民健康保険病院事業特別会計補正予

算（第２号）の件は、原案のとおり可決され

ました。

ここで暫時休憩をいたします。

休憩中に議会運営委員会の開催をお願いを

いたします。

午後 １時２６分 休憩

午後 １時３６分 再開

○議長（吉田敏男君） 休憩を閉じ、会議を

再開をいたします。

◎ 議運結果報告

○議長（吉田敏男君） 議会運営委員会委員

長から、会議の結果の報告を願います。

議会運営委員会委員長 榊原深雪君。

○議会運営委員会委員長（榊原深雪君） た

だいま開催されました、議会運営委員会の協

議の結果を報告します。

これより、本日の日程に追加し、最初に議

案第１２２号を即決で審議いたします。

次に、意見書案第５号を即決で審議いたし

ます。

次に、総務産業常任委員会・文教厚生常任

委員会からの所管事務調査期限の延期につい

て、広報広聴常任委員会・議会運営委員会か

らの閉会中継続調査申出書について審議いた

します。

以上で、本定例会における議案等の審議

は、本日をもって全て終了する予定でありま

す。

以上で、報告を終わらせていただきます。

○議長（吉田敏男君） これにて、委員長の

報告を終わります。

◎ 日程追加の議決

○議長（吉田敏男君） お諮りをいたしま

す。

足寄町議会総合条例第４５条の規定によ

り、追加議案を別紙追加議事日程のとおり日

程に追加し、審議することにしたいと思いま

す。

これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 異議なしと認めま

す。

したがって、追加議事日程のとおり日程に

追加し、審議することに決定をいたしまし

た。

◎ 議案第１２２号

○議長（吉田敏男君） 追加日程第１ 議案

第１２２号辺地に係る公共的施設の総合整備

計画の一部変更についての件を議題といたし

ます。
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本件について、提案理由の説明を求めま

す。

総務課長 大野雅司君。

○総務課長（大野雅司君） ただいま議題と

なりました、議案第１２２号辺地に係る公共

的施設の総合整備計画の一部変更について、

提案理由の御説明を申し上げます。

辺地に係る公共的施設の総合整備のための

財政上の特例措置等に関する法律第３条第８

項において準用する同条第１項の規定に基づ

き、平和辺地及び芽登辺地に係る公共的施設

の総合整備計画の一部を別紙のとおり変更す

るものでございます。

財政上有利な起債であります辺地対策事業

債を申請する場合は、この総合整備計画への

計上が条件とされていることから同事業債を

申請予定の事業について計画計上しておりま

すが、新たに辺地対策事業債を申請する事業

が発生したことから、計画に追加するもので

ございます。

変更内容について御説明させていただきま

す。

２ページをごらんください。

ページ左側が平和辺地の総合整備計画書で

ございますが、本年６月の第２回定例町議会

において議決いただいた計画に、新たに電気

通信施設としてブロードバンド環境整備事業

について追加するものでございます。

事業費は下段の表に括弧書きで記載してお

りますが、２,０１１万８,０００円を計上

し、財源となる辺地対策事業債は２,０１０

万円を予定しております。

ページ右側及び３ページが芽登辺地の総合

整備計画書でございますが、こちらも本年６

月の第２回定例町議会において議決いただい

た計画に、新たに市町村道・橋梁として花輪

線整備事業及び共栄橋改修事業を追加するも

のでございます。

事業費は３ページの表に括弧書きで記載し

ておりますが、２事業で２億９,９００万円

を計上し、辺地対策事業債は２億７,４３０

万円を予定しております。

３ページ右側に事業ごとの内訳を記載して

おります。

この総合整備計画に大幅な事業変更がある

場合につきましては、北海道と事前協議を行

い議会の議決を経て国に提出することとなっ

ておりますが、北海道との事前協議につきま

しては１２月４日に終了しております。

以上で提案理由の説明とさせていただきま

すので、御審議のほどよろしくお願い申し上

げます。

○議長（吉田敏男君） これをもって、提案

理由の説明を終わります。

これから質疑を行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第１２２号辺地に係る公共

的施設の総合整備計画の一部変更についての

件を採決をします。

この表決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、議案第１２２号辺地に係る公

共的施設の総合整備計画の一部変更について

の件は、原案のとおり可決されました。

◎ 意見書案第５号

○議長（吉田敏男君） 追加日程第２ 意見

書案第５号平成３０年度畜産物価格決定等に

関する意見書の件を議題といたします。

本件については、条例第６５条第３項の規

定により、提案理由の説明を省略をいたしま
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す。

これから質疑を行います。

質疑はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 質疑なしと認めま

す。

これで質疑を終わります。

これから討論を行います。

討論はございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、意見書案第５号平成３０年度畜

産物価格決定等に関する意見書の件を採決を

します。

この表決は、起立によって行います。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○議長（吉田敏男君） 全員の起立です。

したがって、意見書案第５号平成３０年度

畜産物価格決定等に関する意見書の件は、原

案のとおり可決されました。

◎ 所管事務調査期限の延期について

○議長（吉田敏男君） 追加日程第３ 所管

事務調査期限の延期についての件を議題とい

たします。

総務産業常任委員会及び文教厚生常任委員

会に付託中の所管事務調査については、調査

が終わらないので、同委員会から次期定例会

まで期限を延期されたいとの要求がありまし

た。

お諮りをいたします。

委員会の要求のとおり、期限を延期するこ

とに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 異議なしと認めま

す。

したがって、総務産業常任委員会及び文教

厚生常任委員会に付託中の所管事務調査につ

いて、調査の期限を委員会の要求のとおり次

期定例会まで延期することに決定をいたしま

した。

◎ 閉会中継続調査申出書について

○議長（吉田敏男君） 追加日程第４ 閉会

中の継続調査申出の件を議題といたします。

広報広聴常任委員会及び議会運営委員会の

委員長から、条例第１３６条の規定によっ

て、お手元に配付しましたとおり、閉会中の

継続審査にしたいと思います。そういう申し

出がございます。

ここでお諮りをいたします。

委員長の申し出のとおり、閉会中の継続調

査にすることに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 異議なしと認めま

す。

したがって、委員長の申し出のとおり、閉

会中の継続調査とすることに決定をいたしま

した。

◎ 閉会の議決

○議長（吉田敏男君） お諮りをいたしま

す。

本定例会の会議に付された事件は、全て終

了をいたしました。

したがって、総合条例第２８条の規定に

よって、本日で閉会をしたいと思います。

これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（吉田敏男君） 異議なしと認めま

す。

したがって、本定例会は、本日で閉会する

ことに決定いたしました。

◎ 閉会宣告

○議長（吉田敏男君） これで本日の会議を

閉じます。

平成２９年第４回足寄町議会定例会を閉会

をいたします。

午後 １時４７分 閉会


